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お目にかかる前は「神父様」と聞いて内心ドキドキでした。が、後
藤神父にお会いしてホッ。およそ、説教や厳粛とは無縁の気さくなお
人柄で、ご自分の体験を穏やかな笑顔でたくさんお話してくださいま
した。 
中でも印象に残ったのは里子の娘が彼氏を連れてきたときのこと。
やきもちから会おうとしなかったそうです。どこにでもいる頑固おや
じそのものです。 
私とはかけはなれた世界にいる人というより、一人の人間として、
父としての存在感が、とてもあたたかく感じられました。 
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最近、１年続いた育児サークルを解散した私には、今回お話を聞いた

Yu・ゆうが、10年続いていると聞きとても驚きでした。普通、育児サ

ークルは、子どもが幼稚園に行くまでは頑張るけれど、その後は自然消

滅というパターンが多いのでは。しかも、Yu・ゆうは内輪のメンバー

だけで盛り上がるのではなく、常にメンバーを募集して広げていこうと

している点もやはり長く続く所以ではないでしょうか。代表の根本さん

が「大変なことを通して信頼できる友人ができたし、また活動した経験

がすべて実となって、その経験が必ず今後に生きる」と話されたのがと

ても印象的でした。 

子育て中、実際はかなり孤独。子どもと二人っきりだと煮詰まってし

まうときに、Yu・ゆうに参加し、お母さん自身が楽しめてリフレッシ

ュできれば、子どもにとっても幸せだと実感します。 

根本さんの「Yu・ゆうで安心して頼れる・頼める友人が身の回りに

１人だけでなく、たくさんできた」が心に響きました。子育てを終えて

もずっと付き合える友だちに出逢えたらすてきだなと思います。 

一番心を打たれたのは、このお店を立ち上げるとき、

あとから続くママたちのことや「自然育児友の会」の発

展をも視野に入れていたことでした。内田さんは、会の

中でアイデアを秘めたまま立ち止まっている人たちを見

て、母親たちによる起業ネットワーク「マザリング・ワ

ークス」をつくったそうです。「ハーブグローブ」は、

そこで起業を目指す人たちのモデルにもなればとつくら

れたのです。 

「何をしたらいいか、悩んでばかりいないで、まずは

『これ』と決めて動き出してみるのよ」初対面のママ

(私)へも、これまでの体験談を通してそっと背中を押し

てくださいました。 

ご自身の道のりについて「いろいろな方に出会ったお

かげ」と話されましたが、周囲も一緒に育っていけるよ

うに気を配る内田さんだからこそ、多くの人を惹きつけ

るのでしょう。 

『まなこ』52号で「女性と仕事の未来館」を取材し

たときに学んだ「起

業」、それは能力だ

けでは成し得ないの

だと、内田さんの笑

顔は教えてくれまし

た。 
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まなこ54号　アンケートから　

■平成16年度男女共同参画推進団体名簿への登録を募
集します。育児・介護・環境などの問題研究や、趣味
をとおして男女共同参画の推進を目指す活動をしてい
る団体について「男女共同参画推進団体」登録を行い
ます。登録団体は活動補助金の交付申請、むさしのヒ
ューマン・ネットワークセンターの印刷機半額利用・
ロッカー利用などができます。 

　 登録要件は、①営利を目的とした団体でない　②特
定の政党、宗教、教団を支援する活動でない　③団
体の構成員が5人以上で3分の2以上が市内に在住
④団体の主な活動場所が市内　⑤団体の組織及び活動
のための規約を有する　の5つです。 

　 4月5日までの申請分を名簿登載します。その後も随
時受付。（申請書は市民活動センターで配布） 

■2月5日（木）男女共同参画セミナー「いつまでも若々
しく健康に～女性外来・女性医療を知っていますか」
を開催。全国の女性外来で診療にあたっている医師の
ネットワーク、「女性医療ネットワーク」発起人のお
一人である対馬ルリ子医師に、女性医療のこれまでと
これから、性差医療（Gender　Specific　Medicine）
についてお話を伺いました。受診・相談の窓口に迷う
更年期症状の悩みなど、多くの質問がでました。心も
体も合わせた一人の人間として話を聞いてくれる女性
外来が身近になることを願ったセミナーでした。 

■2月9日（月）より、ライター入門講座（全4回）が
始まりました。前号で自分史の特集があったせいか（？）
嬉しいことに多くの方に応募いただきました。今年残
念ながら抽選もれされた方もまた来年開催予定ですの
で、是非ご応募ください。 



　　

●平成おんな大学 「好き」を「仕事」にするために 

34歳、2児の母の著者は主婦専業の
11年間にピリオドを打ち、コピーライ
ターとしてスタート、広告会社を設立。
そして「主婦のための再就職学校・ア
イムパーソナルカレッジ」をつくった。
主婦たち・女たちよ、自分の足で歩き
出してとアイムを続けること10年。卒
業生たちは懸命に主婦からプロへ自分
をつくり変え、育っていく。「私なんて」
が「私だって」と思えてくる一冊です。 

女性問題を学んだつもり、学びっぱなし
にしないために。「学習をつくる実践講座」
では、足立区の「あだち女性大学」受講生
たちがジェンダーを学び直し、ジェンダー
フリーを地域に広めるための講座をつくり
上げていく。メンバー同士のきしみや自分
自身の意識のレベルに悩みながら、「教え
てもらう」のではなく、「学び合い、つく
り上げていく」講座に悪戦苦闘。行動に結
びつく深い学びが見えてくる。 

●シリーズ＜女性問題をまなぶ＞2　「実践」につなぐ講座の記録　
　ジェンダーフリーを共同で学ぶ 

長井和子・編著（人間出版 ） 

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から 

学びを行動にうつす女たちの会・著（新水社） 

貸出しもＯＫ 




